
共
同
研
究
の
概
要
と
経
過

近
代
日
本
の
兵
士
に
関
す
る
諸
問
題
の
研
究

一
ノ
瀬
俊
也

1
　
目
的

　
近
代
日
本
の
社
会
に
戦
争
・
徴
兵
の
存
在
は
い
か
な
る
影
響
を
あ
た
え
て
い
た
の

か
、
一
方
の
民
衆
は
そ
れ
を
い
か
に
受
容
し
、
結
果
太
平
洋
戦
争
と
い
う
破
局
に

至
っ
た
の
か
と
い
う
課
題
を
解
明
す
る
た
め
、
各
メ
ン
バ
ー
独
自
の
問
題
意
識
に
基

づ
く
研
究
発
表
を
実
施
し
て
情
報
の
共
有
化
、
一
層
の
問
題
意
識
深
化
を
は
か
る
。

近
年
よ
う
や
く
活
発
化
を
見
せ
て
き
た
「
軍
隊
と
地
域
」
の
問
題
を
、
い
ま
だ
十
分

な
解
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
「
師
団
と
都
市
」
、
「
防
空
」
、
「
戦
没
者
慰
霊
」
な
ど
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
解
明
し
て
い
く
。
一
方
で
各
地
域
戦
争
関
係
展
示
施
設
の
調

査
を
実
施
し
て
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
た
〈
日
本
人
の
戦
争
観
〉
お
よ
び
戦
争
展
示
方

法
論
の
分
析
も
行
う
。
そ
の
際
、
前
記
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
展
示
実
現
ま

で
の

経
緯
・
社
会
的
背
景
を
重
視
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
も
っ
て
、
き
た
る
べ
き

現
代
展
示
の

足
が
か

り
と
す
る
。
以
上
の
目
的
意
識
を
も
っ
て
、
二
〇
〇
一
～
二
〇

〇

二
年
度
ま
で
の
三
年
間
、
研
究
を
行
っ
た
。

2

研
究
組
織
（
＊
は
研
究
代
表
者
、
各
分
担
者
の
所
属
は
終
了
時
）

新
井
　
勝
紘
　
専
修
大
学
文
学
部

荒

川
　
章
二
　
静
岡
大
学
情
報
学
部

粟
津
　
賢
太

保
谷
　
　
徹

佃
　
隆
一
郎

土
田
　
宏
成

村
瀬
　
隆
彦

森
山
　
　
優

宮
地
　
正
人

久
留
島
　
浩

樋
口
　
雄
彦

＊
一
ノ
瀬
俊
也

3
　
経
過

創
価
大
学
・
東
京
家
政
大
学
非
常
勤
講
師

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

愛
知
大
学

神
田
外
語
大
学
外
国
語
学
部

静
岡
県
立
掛
川
西
高
校

静
岡
県
立
大
学
国
際
関
係
学
部

本
館
館
長

本
館
研
究
部
歴
史
研
究
系

本
館
研
究
部
歴
史
研
究
系

本
館
研
究
部
歴
史
研
究
系

二
〇

〇
一
年
度

　
第
一
回
研
究
会
　
二
〇
〇
一
年
六
月
二
四
日
　
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
研
究
打
合
会
、
今
後
の
研
究
方
針
の
確
認

第
二
回
研
究
会
　
二
〇
〇
二
年
二
月
二
・
三
日
　
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
研
究
報
告
　
一
ノ
瀬
俊
也
「
兵
士
が
軍
隊
生
活
の
「
所
感
」
を
書
く
こ
と
」

東
京
都
内
戦
争
展
示
施
設
（
昭
和
館
、
平
和
祈
念
史
料
館
）
の
調
査
見
学

1
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二
〇

〇
二
年
度

　
第
一
回
研
究
会
　
二
〇
〇
二
年
六
月
二
一
～
二
三
日
　
於
沖
縄
県
内

沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
、
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館
、
南
風
原
文
化
セ
ン

　
　
タ
ー
の
歴
史
調
査

　
森
山
優
「
諸
外
国
の
戦
争
展
示
に
つ
い
て
」

　
一
ノ
瀬
俊
也
「
歴
博
収
蔵
予
定
の
中
国
戦
線
陸
軍
部
隊
関
係
資
料
に
つ
い
て
」

第
二
回
研
究
会
　
二
〇
〇
二
年
一
二
月
二
二
・
二
三
日
　
於
東
京
都
内

　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
（
近
代
戦
争
絵
画
展
示
）
、
同

　
　
工
芸
館
（
も
と
近
衛
師
団
司
令
部
）
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
、
靖
国
神
社
遊

　
　
就
館

に
お
け
る
戦
争
展
示
の
調
査

　
佃
隆
一
郎
「
「
軍
都
」
と
陸
軍
軍
縮
」

　
土

田
宏
成
「
防
空
に
対
す
る
国
民
動
員
シ
ス
テ
ム
の
発
達
」

二
〇

〇
三
年
度

　
第
一
回
研
究
会
　
二
〇
〇
三
年
八
月
三
〇
・
三
一
日
　
於
広
島
市
内

　
広
島
県
立
平
和
祈
念
資
料
館
、
国
立
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
記
念
館
に
お
い
て
博

　
　
物
館
調
査

　
研
究
報
告
　
村
瀬
隆
彦
氏
「
独
立
歩
兵
第
六
百
二
十
八
大
隊
関
係
資
料
に
つ
い
て
」

　
第
二
回
研
究
会
　
二
〇
〇
四
年
一
月
＝
・
一
二
日
　
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
荒

川
章
二
氏
「
沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
に
つ
い
て
」

　
樋
口

雄
彦
氏
「
沼
津
兵
学
校
に
関
す
る
軍
事
史
的
覚
書
」

　
一
ノ
瀬
俊
也
「
近
代
日
本
の
丘
ハ
士
と
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
1
『
兵
卒
須
知
』
『
軍
人

　
　
文
範
』
の
世
界
」

4
　
成
果

　
本
研
究
で
は
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
「
軍
隊
と
社
会
」
と
い
う
問
題
関
心
、

つ

ま
り
軍
隊
の
存
在
を
社
会
は
い
か
に
支
え
た
の
か
、
ま
た
軍
隊
の
存
在
は
地
域
社

会
や
民
衆
意
識
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
意
識
を
よ
り
深

化

さ
せ
る
べ
く
、
研
究
報
告
・
調
査
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
具
体
的
内
容
は
前
出
の

「
2
　
経
過
」
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
そ
の
結
果
七
本
の
論
文
、
一
本
の
史
料
紹
介

を
本
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
詳
細
は
各
論
文
を
お
読
み
い
た
だ
く
こ

と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
本
誌
の
大
テ
ー
マ
と
、
そ
の
中
に
お
け
る
各
論
文
の
位
置
の

紹
介
の
み
に
と
ど
め
た
い
。

　
第
一
点
は
、
〈
軍
隊
と
社
会
〉
の
関
わ
り
に
関
し
て
で
あ
る
。
樋
口
雄
彦
論
文
は
、

幕
末
の
静
岡
藩
に
お
け
る
軍
制
改
革
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
佃
隆
一
郎
論
文
は

軍
縮
に

と
も
な
い
、
師
団
廃
止
と
な
っ
た
各
都
市
の
動
向
を
検
証
し
た
も
の
で
、
軍

隊
と
社
会
の
密
接
な
関
係
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
土
田
宏
成
論
文
は

一
九
三
〇

年
代
の
海
軍
の
宣
伝
活
動
を
問
う
た
も
の
で
あ
る
。
佃
論
文
と
同
じ
く
、

軍
の

社
会

に
対
す
る
「
接
触
面
」
（
宇
垣
一
成
）
の
多
様
さ
を
示
し
て
い
る
。
新
井

勝
紘
論
文
は
、
軍
事
郵
便
の
研
究
が
今
後
い
か
に
な
さ
れ
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て

の

展
望
を
示
し
た
先
駆
的
成
果
で
あ
る
。
村
瀬
隆
彦
氏
の
史
料
紹
介
は
中
国
戦
線
の

あ
る
陸
軍
部
隊
の
日
常
を
示
し
、
軍
隊
的
秩
序
が
い
か
に
成
り
立
っ
て
い
た
の
か
を

示

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
点
は
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
、
戦
死
者
慰
霊
・
追
悼
の
問
題
で
あ
る
。

一
ノ
瀬
俊
也
論
文
は
も
と
従
軍
兵
士
に
よ
っ
て
「
体
験
」
記
が
書
か
れ
た
背
景
と
、

そ
こ
か
ら
何
を
く
み
取
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
展
望
を
示
し
た
。
粟
津
賢
太
論
文
は
、

沖
縄
に
点
在
す
る
記
念
施
設
の
成
り
立
ち
を
米
史
料
も
ふ
ま
え
て
明
ら
か
に
し
た
も

の

で
あ
る
。

　
第
三
点
は
、
日
本
、
そ
し
て
諸
国
民
の
戦
争
観
を
戦
後
の
博
物
館
展
示
か
ら
探
る

と
い
う
問
題
意
識
で
あ
る
。
荒
川
章
二
・
森
山
優
論
文
は
、
研
究
会
で
の
議
論
を
通

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
沖
縄
、
そ
し
て
欧
米
各
国
と
い
う
あ
る
意
味
で
対
照
的
な
戦
争
展
示

の
か
た

ち
を
示
し
た
。
戦
争
展
示
が
政
治
的
側
面
を
切
り
離
し
得
な
い
中
で
こ
れ
に

携
わ
る
者
に
何
が
で
き
る
の
か
を
、
鋭
く
問
い
か
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（文
責
・
一
ノ
瀬
俊
也
）

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）
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